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「セーフコミュニティ」は、みんなの身近に起こっている のことです。 

「事故やけがは偶然に起こるのではなく、原因を調べ対策を行うことにより、予防できる！」という考えのもと、 

です。 

鹿児島市では、ＷＨＯ（世界保健機関）が推進するセーフコミュニティに取り組み、 を目指しています。 

鹿児島市  市民局 危機管理部 安心安全課（市役所東別館２階） 

ＴＥＬ：０９９－２１６－１２０９ ＦＡＸ：０９９－２２６－０７４８ 

「セーフコミュニティ」のことは、市ＨＰのバナーを 

クリック！？ 探してみてね！ 

男女別ＤＶ相談件数（市） 

～ＤＶ防止分野の取組～ 

若年者への啓発とＤＶを正しく理解してもらう 

ことに重点を置き、加害者にも被害者にも 

ならないための様々な対策を進めています！ 

  目標 ＤＶの正しい理解と気付きの促進 

     若年者に対する予防啓発の充実 

 

  取組 ＤＶ防止のための情報提供及び啓発 

     相談員の資質向上 

     若者による若者のための暴力未然防止活動 など 
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ＤＶ相談件数は年々増加傾向。 

しかも女性の相談者が圧倒的に多いんです！ 
※ 女性相談：常設、男性相談：月１回 デートＤＶ講演会 

大学生によるピアエデュケーション 
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  目標 中高年（50～69歳）の自殺者数の減少 

 

  取組 自殺予防の普及啓発 

     支援者への支援 

     相談窓口の周知 など 

～自殺予防分野の取組～ 
ゲートキーパー養成講座 

悩みのある人やその周りの人に相談窓口を周知するため、 

相談窓口案内カードを３万枚作成しました。 

対象者の手元にカードが届くよう、効果的な配布・設置 

方法を検討しています！ 

相談窓口の周知 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

どこ（だれ）にも相談

しなかった 

行政機関に相談した 

友人・知人に相談した 

家族に相談した 

36.9 

0.9 

21.6 

11.8 

（％） 

ＤＶにあった際の相談先 

ＤＶにあった際に行政機関へ相談した人は 

わずか１％…。相談先の周知が急がれます。 

※ ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者や恋人など 

 親密な関係にある又はあった者から振るわれる暴力のこと。 

★ＤＶリーフレット 

    （カードサイズ） 

相談先の周知を 

図ります！ 

中学生・高校生・大学生 

等を対象に実施。 

若い方への知識の普及に 

取り組んでいます。 

年齢別自殺者数（市） 
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年齢別に見ると、５０～６９歳の 

自殺者数が非常に多くなっています！ 

自殺死亡率と自殺者数の推移 
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自殺死亡率 

自殺死亡率は国・県より低いですが、年間 

１００人前後の方が亡くなっています。 
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悩んでいる人に 

寄り添う「支援者」の 

スキルアップ講座 

を開催！ 

自殺についての正しい 

知識を普及し、 

地域全体で自殺を 

予防していきます！ 

市民アンケートをもとに、悩んでいる人が 

相談しやすい場所や時間を検討しているほか、 

メンタルヘルス講演会等を開催しています♪ 

このほかにも… 

このほかにも… 


